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鹿 児 島 県 議 会 議 員 堀 之 内 よ し ひ ら

残 暑 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す

　 　 　 　 　 　 　 　 「 か ご し ま 国 体 及 び 障 害 者 ス ポ ー ツ 大

会 」 の 早 期 開 催 に 向 け た 要 望 活 動 の 折 、  右 記 の と お り 開

催 共 同 要 望 書 が 次 期 開 催 県 で あ る 三 重 県 、  栃 木 県 、  そ し

て 内 定 県 で あ る 、 佐 賀 県 、  滋 賀 県 に よ り 鈴 木 大 地 ス ポ ー ツ

庁 官 に 提 出 さ れ 、 本 県 を 除 外 し た 内 容 の 要 望 で あ り 、 少 し

心 外 な 思 い で し た 。

　 本 県 と い た し ま し て も 、 県 執 行 部 並 び に 本 県 ス ポ ー ツ 振

興 議 員 連 盟 等 、  い ろ い ろ な 形 で 要 望 活 動 を さ せ て い た だ

き 、 早 期 開 催 に 向 け た 活 動 を 今 後 も 続 け て ま い り ま す 。

編 集 後 記

　  ７ 月 豪  雨  に よ り 各  地 で  大  変

な 災 害 が 多 発 し て お り ま す 。 被

災 さ れ た 皆 様 方 に お 見 舞 い を

申 し 上 げ 、 一 日 も 早 い 復 興 を 祈

念 い た し ま す 。

ス ポ ー ツ 庁 長 官

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 の 影 響 下 に お け る 国 民

体  育  大  会 、 全  国  障  害  者

ス ポ ー ツ 大 会 の 開 催 に

向 け た 開 催 県 共 同 要 望 書

鈴 木 大 地 様

令 和 ２ （ 2 0 2 0 ） 年 ６ 月 1 1 日

三 重 県 、 栃 木 県 、 佐 賀 県 、 滋 賀 県

　 梅 雨 前 線 が 引 き 起 こ し た 豪 雨 災 害

は 、 全 国 の 死 者 が 7 0 人 を 超 え 、 豪 雨

災 害 復 旧 に 政 府 は ４ 千 億 円 を 投 入 し 、

特 定 非 常 災 害 に 指 定 し ま し た 。

　 県 内 で も 南 さ つ ま 市 で １ 人 、 九 州

で は 熊 本 県 を 中 心 に 6 8 人 の 犠 牲 者

が 発 生 し ま し た 。 亡 く な ら れ た 方 々

の ご 冥 福 を お 祈 り し 、 多 く の 被 災 さ れ た 皆 様 方 に 心 か ら お 見 舞 い を 申 し 上 げ る と と も に 、

一 日 も 早 く 、 も と の 生 活 が で き ま す よ う ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

　 ま た 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 患 者 は 国 内 で ３ 万 人 を 超 え 、 県 内 感 染 者 も 2 0 0 人 以 上 で 、

多 く の 集 団 感 染 が 発 生 し 、 多 方 面 に 悪 影 響 が 出 て 心 配 し て お り ま す 。

　 「 東 京 オ リ ン ピ ッ ク 」 の 開 催 も １ 年 延 期 を 余 儀 な く さ れ 、 本 県 で は オ リ ン ピ ッ ク 後 に 開

催 さ れ る 予 定 で あ っ た 「 国 民 体 育 大 会 」 も 先 の 見 え な い 状 態 で の 延 期 が 決 ま り ま し た 。

　 ６ 月 議 会 終 了 と と も に 、 東 京 の ス ポ ー ツ 庁 、 ス ポ ー ツ 協 会 、 障 害 者 ス ポ ー ツ 協 会 に 鹿 児

島 県 議 会 ス ポ ー ツ 振 興 議 員 連 盟 会 長 と し て 国 民 体 育 大 会 の 早 期 開 催 に つ い て 要 望 活 動 を 行

っ て ま い り ま し た 。

　 さ て 、 県 政 に お い て は 先 の 3 月 定 例 県 議 会 で 投 票 の 結 果 （ 5 1 票 中 4 6 票 ） 、 新 副 議 長 に 選

出 さ れ ま し た 。 こ れ も 一 重 に 今 ま で 長 い 間 、 皆 様 方 に ご 支 援 い た だ い た 賜 物 で あ る と 肝 に

銘 じ 一 層 の 精 進 を 致 す 所 存 で あ り ま す 。

　 さ ら に 、 新 た な 若 い 知 事 が 誕 生 し ま し た 。 喫 緊 の 課 題 で あ る 新 型 コ ロ ナ 対 策 、 そ の 後 の

落 ち 込 む 経 済 の 立 て 直 し 、 ま た 豪 雨 災 害 対 策 等 、 本 県 に と っ て 多 く の 課 題 が あ り ま す 。

　 今 後 も 議 会 と 執 行 部 の 両 輪 で 真 摯 に 向 き 合 い 、 支 援 策 を 講 じ て ま い り ま す の で 一 層 の ご

支 援 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 ま だ ま だ 暑 い 日 が 続 き ま す 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 も 懸 念 さ れ ま す 。 皆 様 方 に お か れ

ま し て は く れ ぐ れ も 健 康 に 留 意 さ れ ま し て 、 ご 活 躍 さ れ ま す よ う に 心 か ら お 祈 り 申 し げ ま す 。

H － Ⅱ A ロ ケ ッ ト ４ ２ 号 機 打 ち 上 げ 成 功

ハ リ ー フ ァ サ ッ ト 及 び G O S A T- 2 小 型 相 乗 衛 生

５ 基 を 搭 載 し た H- Ⅱ A 4 2 号 機 の 打 上 げ 写 真

不 法 投 棄 地 で 土 砂 流 出 が 発 生
し た 現 場 を 視 察

災 害 現 場 に て

（ 2 0 2 0 年 ６ 月 ９ 日 一 般 質 問 ： 議 長 席 に て ）

〈 副 議 長 に 就 任 ！ 〉

　 ７ 月 2 0 日 種 子 島 宇 宙

航 空 研 究 開 発 機 構 に て

打 ち 上 げ を 視 察 さ せ て

い た だ き ま し た 。

宇 宙 飛 行 士 若 田 光 一 氏 、

J A X A 理 事 長 山 川 宏 氏

と と も に 、 梅 雨 の 晴 れ

間 の 種 子 島 基 地 に て 早

朝 ６ 時 5 8 分 、 ロ ケ ッ ト 発 射 成 功 を 視 察 し ま し た 。

　 西 之 表 市 の ホ テ ル に 未 明 ４ 時 2 0 分 に 集 合 し 、 南 種 子

町 の 発 射 基 地 に 、 ま だ 夜 が 明 け ぬ う ち に 到 着 い た し ま

し た 。 基 地 周 辺 は 夜 が 明 け る と そ れ ま で の 雨 模 様 か ら

一 転 、 晴 天 に 恵 ま れ 、 無 風 状 態 で 、 発 射 に 関 す る 条 件

は 最 高 の 状 態 で あ る と 説 明 が あ り ま し た 。

　 本 打 ち 上 げ は 日 本 ・ U A E 両 国 間 の 宇 宙 分 野 に お け る 協 力 関 係 の 下 に 実 現 し た も の で す 。

災 害 対 策災 害 対 策
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（ ス ポ ー ツ 庁 に て ）

（ 公 益 財 団 法 人 日 本 障 害 者 ス ポ ー ツ 協 会 に て ）

（ 公 益 財 団 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 協 会 に て ）

７ 月 2 8 日
知 事 が 就 任 挨 拶 に 執 務 室 に 来 ら れ ま し た

　 無 所 属 新 人 で 前 九 州 産 業 省 の 塩 田 康 一 氏 （ 5 4 歳 ） が 2 2 万 ２ 千 票 余 り を 獲 得 し 、 ２ 期

目 を 目 指 し た 現 職 の 三 反 園 訓 氏 （ 6 2 歳 　 自 民 公 明 推 薦 ） 等 、 ６ 候 補 を 破 り 、 初 当 選 を 果

た し ま し た 。

　 戦 後 最 多 の ７ 人 が 立 候 補 す る 混 戦 模 様 で 、 保 守 系 ３ 人 （ 現 職 の 三 反 園 氏 、 元 職 伊 藤 祐

一 郎 氏 、 新 人 の 塩 田 康 一 氏 ） の 激 し い 戦 い を 、 若 さ と 「 県 政 刷 新 」 「 前 で も な い 、 今 で も

な い 」 と 、 新 し い 県 政 を 打 ち 出 し 、 幅 広 い 支 持 を 得 て 当 選 し ま し た 。

　 県 政 史 上 稀 な 、 激 し く 複 雑 な 知 事 選 で し た が 、 戦 い が 終 れ ば ノ ー サ イ ド 、 新 し い 、 若

い リ ー ダ ー 新 塩 田 知 事 と 県 議 会 も し っ か り 向 き 合 い 、 県 民 の 最 大 の 幸 福 の 為 、 県 政 を 構

築 し て ま い り ま す 。

　 「 県 民 の 皆 さ ま と 一 緒 に 鹿 児 島 の 今 と 未 来 を つ く る 」 を 基 本 に 「 誠 実 に 」 「 着 実 に 」

　 　 県 政 に 取 り 組 み ま す 。

「 か ご し ま 国 体 」 及 び 「 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 」 の 開 催 に 向 け て「 か ご し ま 国 体 」 及 び 「 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 」 の 開 催 に 向 け て

◎ 新 県 知 事 に 塩 田 康 一 氏 当 選 ◎ 県 議 会 の 要 望 活 動

塩 田 康 一 氏 の 公 約

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

　 本 県 に と っ て 「 太 陽 国 体 」 以 来 4 8 年 ぶ り と な る

「 か ご し ま 国 体 」 と 、 本 県 で 初 め て の 開 催 と な る

「 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 」 は 、 国 内 最 大 の ス ポ ー

ツ の 祭 典 で 、 本 県 の 多 彩 な 魅 力 を 全 国 に 発 信 し 、 県

民 に 夢 と 希 望 を 与 え る も の で あ り 、 そ の 開 催 を 県 民

は 心 待 ち に し て お り ま す 。

　 本 県 で は 、 こ れ ま で 官 民 一 体 と な っ て 両 大 会 の 多

く の 関 係 者 の 皆 様 が 開 催 に 向 け て 準 備 を 積 み 重 ね て

き て お り 、 本 県 議 会 に お い て も 、 平 成 2 2 年 度 に 「 開

催 誘 致 」 を 決 議 し て 以 降 、 執 行 部 と も 連 携 し 、 両 大

会 を 成 功 さ せ る べ く 積 極 的 に 取 り 組 ん で ま い り ま し た 。

　 こ の よ う な 中 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大

が 、 社 会 経 済 活 動 に 甚 大 な 影 響 を 及 ぼ し て お り 、 ス

ポ ー ツ 界 で は 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク の

延 期 、 全 国 高 校 総 合 体 育 大 会 の 中 止 な ど が 決 定 さ れ 、

「 か ご し ま 国 体 ・ 大 会 」 に お い て も ブ ロ ッ ク 大 会 や

リ ハ ー サ ル 大 会 な ど の 中 止 を 余 儀 な く さ れ て い る と

こ ろ で あ り ま す 。

　 両 大 会 は 、 選 手 ・ 役 員 や 一 般 観 覧 者 な ど 約 8 0 万

人 と い う 多 く の 方 々 の 来 場 が 見 込 ま れ る 全 国 レ ベ ル の 大 規 模 イ ベ ン ト で あ り ま す が 、 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 対 す る ワ ク チ ン が 現 時 点 で 存 在 せ ず 、 治 療 法 も 確 立 さ れ て い な い

中 で の 開 催 と な り 、 再 度 、 感 染 が 拡 大 す る 恐 れ が あ る こ と を 考 慮 す る と 、 本 県 に 来 ら れ る

選 手 、 監 督 を 含 め た 多 く の 人 々 や 県 民 の 安 全 を 確 保 し た 上 で 、 今 年 秋 に 両 大 会 を 開 催 す る

こ と は 残 念 な が ら 困 難 な 状 況 に あ る と 申 し 上 げ ざ る を 得 ま せ ん 。

　 こ う し た こ と か ら 、 「 公 益 財 団 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 協 会 」 「 公 益 財 団 法 人 日 本 障 が い 者 ス

ポ ー ツ 協 会 」 「 文 部 科 学 省 ・ ス ポ ー ツ 庁 」 及 び 本 県 の 関 係 四 団 体 に お い て 、 「 か ご し ま 国

体 ・ 大 会 」 は 今 年 秋 に は 開 催 し な い こ と 、 そ の 上 で 両 大 会 は 延 期 す る こ と と し 、 具 体 的 な

開 催 時 期 に つ い て は 可 能 な 限 り 早 期 の 結 論 を 得 る べ く 引 き 続 き 、 調 整 ・ 検 討 を 継 続 す る こ

と が 決 定 さ れ ま し た 。

　 本 県 と し て は 、 万 全 の 態 勢 の も と 、 両 大 会 に 全 国 の 皆 様 を 受 け 入 れ る 所 存 で あ り ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 収 束 後

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に お い て 、 既 に 開 催 が 決 定 し て い る 自 治 体 に も 十 分

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 御 配 慮 い た だ く と と も に 、 か ご し ま 国 体 ・ 大 会 の で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き る だ け 早 い 時 期 の 本 県 で の 開 催 に つ い て 、 特 段 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 御 高 配 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 令 和 ２ 年 ６ 月 2 2 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鹿 児 島 県 議 会 ス ポ ー ツ 振 興 議 員 連 盟

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 会 長 　 堀 之 内 　 芳 　 平

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 と

経 済 立 て 直 し

県 民 の 命 と 暮 ら し を 守 る こ と を 最 優

先 に 感 染 症 対 策 の 実 施 、 万 全 の 財 政

支 援 措 置

脱 原 発 へ の 対 応

３ 号 機 増 設 は 凍 結 。 １ 、 ２ 号 機 の 2 0

年 延 長 は 県 の 専 門 委 員 会 で 科 学 的 、

技 術 的 検 証 を 徹 底 す る 。

県 民 が 豊 か に な る 産 業 振 興

農 林 水 産 や 観 光 関 連 産 業 、 地 域 経 済

を け ん 引 す る 中 小 企 業 の 「 稼 ぐ 力 」

を 引 き 出 す 積 極 施 策 、 ヘ ル ス ケ ア な

ど 新 産 業 振 興 や 起 業 支 援

優 し く 働 き や す い 福 祉 の 実 現

介 護 人 材 の 育 成 ・ 確 保 推 進 と と も に

Ｉ Ｔ 機 器 や ロ ボ ッ ト 導 入 促 進 、 婚 活

プ ロ ジ ェ ク ト 支 援 と 保 育 サ ー ビ ス 充 実 、 動 物 殺 処 分 ０ を 目 指 す

多 様 な 魅 力 を 持 つ 離 島 は 、 鹿 児 島 の 宝

「 暮 ら し や す い 、 働 き や す い 、 ま た 行 き た い 、 定 住 し た い 」 と 思 う 島 づ く り 。 蓄 電 池

を 活 用 し た 地 産 地 消 型 再 生 エ ネ ル ギ ー 推 進 、 Ｌ Ｃ Ｃ 新 設 や ジ ェ ッ ト 機 就 航 に よ る 観 光

客 増 大

ア ジ ア 中 核 都 市 の 実 現

ド ル フ ィ ン ポ ー ト 跡 地 に 国 際 会 議 場 ・ 展 示 場 整 備 を 検 討

鹿 児 島 が 誇 れ る 人 づ く り

郷 土 教 育 や 地 元 企 業 イ ン タ ー ン シ ッ プ 充 実 、 県 立 楠 隼 中 高 の 共 学 化 と 全 寮 制 廃 止

県 民 が 安 心 で き る 行 政 づ く り

透 明 で 開 か れ た 県 政 運 営 、 女 性 の 積 極 登 用

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
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